新年を迎えて　
福岡ひまわりの里　石井　美紀

　新年、明けましておめでとうございます。毎年、新年の挨拶は晴れやかな気持ちで行っていましたが、今年の新年は昨年の新型コロナウイルスの影響が続き、自粛しながらの新年を迎えました。
　新型コロナウイルスは、私たちの生活スタイルを「新生活様式」へと変えました。この「新生活様式」を取り入れた生活リズムは、私たちにとっても、また利用者にとってもなかなか慣れない・慣れることが難しいところがありました。マスクをつけた生活は、入所施設では365日、ずっとつけていないといけなくなります。家庭の中でもマスクをずっとつけていないといけないということです。しかしマスクを毎日、一日中つけて生活することは、障がい特性や持病との関係等でできない利用者もいます。また、終息がみえない中ではストレスが高まってしまいます。
フィジカル・ディスタンスや蜜を避けた生活は利用者の意向とは違い、外出や行事の相次ぐ中止、面会や帰省の自粛等今まで普通にできていたことが、いろいろ制限された生活になってしまうものでした。中止の連絡を利用者に説明するたびに職員で伝え方について協議を行いました。また、外出や行事は代替として、できるだけ館内で実施できる内容に変更しました。来客は招待することはできませんでしたが、夏祭りや外食した気分を味わってもらえるように利用者と一緒に準備をして、当日は職員も一緒に楽しみました。昨年の２月福岡から新型コロナウイルス感染者が出てからは、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めてきました。しかし、目には見えないウイルスを予防し続けることは精神的にもかなりきびしいものがあります。そんな中でも利用者は職員が説明することをしっかり聞きながら、感染対策に協力してくれています。引き続き感染対策を行いながらも、コロナが早く終息することを願うばかりです。
　福岡ひまわりの里では、年が明けてから長寿のお祝いをしています。開所当初は成人式を行っていたと聞いていますが、今や還暦・古希・喜寿のお祝いをしています。今年は６名の方が対象です。本来ならご家族様たちと一緒にお祝いを行うところですが、今年は２部制（男性・女性）にして実施を考えています。長寿のお祝いを毎年行うことができて嬉しく思いますが、その反面利用者の高齢化が進んでいるため、認知機能・身体機能の低下に対する取り組みが必要になっています。脚力の低下が見られる利用者には転倒防止に向けた機能回復訓練の実施をしています。咀嚼能力の低下・唾液分泌の低下が見られる利用者には、口腔ケアを重要視した支援を行い、口腔ケアの支援技術の向上にも努めているところです。コロナとの戦いはまだ続きますが、利用者の健康と安心・安全な生活を第一に考え今年も職員一丸となって支援に努めてまいります。
